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問1 水に溶けている物質を、水分をなくすことによって再び固体として取り出す操作を何といいますか。その名称として適切なも
のを選びなさい。 （2022年　山梨公立入試　類似）

1.  蒸発 2.  ろ過 3.  再結晶 4.  蒸留

問2 炭酸水素ナトリウム（NaHCO₃）と塩酸（HCl）の反応を化学反応式で表すと、「NaHCO₃ ＋ HCl → Ｘ ＋ H₂O ＋ CO₂」と
なります。この式の「Ｘ」にあてはまる物質の名称は何ですか。 （2018年　島根公立入試　類似）

1.  塩化ナトリウム 2.  水酸化ナトリウム 3.  塩化カルシウム 4.  炭酸ナトリウム

問3 薄い塩酸に亜鉛板と銅板を浸して電池をつくる実験において、銅板の表面から発生する気体の名称とその性質の組み合わせと
して、最も適切なものを次の中から選びなさい。 （2021年　岩手公立入試　類似）

1.  水素であり、火を近づけると音
を立てて燃える性質がある。

2.  酸素であり、火のついた線香を
入れると激しく燃える性質があ
る。

3.  二酸化炭素であり、石灰水を白
く濁らせる性質がある。

4.  塩素であり、特有の刺激臭があ
り漂白作用を持つ性質がある。

問4 電源装置、豆電球、電流計を直列につなぎ、その先に2つの電極を取り付けた回路を用意しました。ビーカーに入れた「蒸留
水」、「塩化ナトリウム水溶液（食塩水）」、「砂糖水」のそれぞれに電極を浸したとき、豆電球が点灯し、電流が流れるこ
とが確認できるものの組み合わせとして正しいものを選びなさい。 （2024年　東京公立入試　類似）

1.  塩化ナトリウム水溶液のみ 2.  蒸留水と塩化ナトリウム水溶液 3.  塩化ナトリウム水溶液と砂糖水 4.  蒸留水、塩化ナトリウム水溶
液、砂糖水のすべて

問5 2種類の異なる金属板をうすい塩酸に入れ、モーターをつないで電流を取り出す実験を行いました。このとき、負極となった金
属板で観察される変化として適切なものはどれか選びなさい。 （2018年　福井公立入試　類似）

1.  金属板が電解質溶液中に溶け出
し、金属板の質量が減少する。

2.  金属板の表面から気泡が激しく
発生し、金属板の質量は変化しな
い。

3.  溶液中の金属イオンが電子を受
け取り、金属板の質量が増加す
る。

4.  金属板が電子を受け取って陰イ
オンになり、金属板の質量が増加
する。

問6 試験管に入れた鉄の粉末に薄い塩酸を加えたとき、試験管内で発生する気体として正しいものを選択してください。 （2021年　広島

公立入試　類似）

1.  水素 2.  酸素 3.  二酸化炭素 4.  塩素

問7 ある物質を水に溶かしたとき、その物質が「電解質」であるかどうかを正しく判断するための基準として、最も適切な説明は
どれですか。 （2018年　東京公立入試　類似）

1.  水に溶かしたときに電流が流れ
るかどうか

2.  水に溶かしたときに固体が完全
に見えなくなるかどうか

3.  水に溶かしたときに液体の温度
が上昇するかどうか

4.  水に溶かしたときに液体の色が
青色に変化するかどうか

問8 塩化ナトリウムを溶質とする水溶液である「食塩水」の性質について、正しい説明はどれか。 （2018年　岡山公立入試　類似）

1.  溶質が電解質であり、水溶液の
液性は中性である。

2.  溶質が非電解質であり、水溶液
の液性は中性である。

3.  溶質が電解質であり、水溶液の
液性は酸性である。

4.  溶質が電解質であり、水溶液の
液性はアルカリ性である。

問9 銅原子が水溶液中で銅イオンに変化するときの仕組みと、その後の電気的な状態について説明したものとして、最も適切なも
のはどれですか。 （2014年　大阪公立入試　類似）

1.  銅原子が電子を2個放出して、
全体としてプラスの電気を帯びた
陽イオンになる

2.  銅原子が電子を2個受け取っ
て、全体としてマイナスの電気を
帯びた陰イオンになる

3.  銅原子が陽子を2個放出して、
全体としてプラスの電気を帯びた
陽イオンになる

4.  銅原子が陽子を2個受け取っ
て、全体としてマイナスの電気を
帯びた陰イオンになる

問10 硫酸と水酸化バリウムの水溶液を混ぜ合わせたときに生じる、水溶液中のイオン総数を減少させる原因となる白色の沈殿の名
称として、正しいものはどれですか。 （2025年　栃木公立入試　類似）

1.  硫酸バリウム 2.  塩化バリウム 3.  水酸化バリウム 4.  炭酸バリウム
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答え合わせ・解説

問1 答え 1
蒸発

水溶液から水分をなくすことで、溶けていた塩などの溶質を固体（結晶）として取り出す操作を蒸
発と呼びます。ろ過は液体と混ざっている固体を分ける操作であり、再結晶は一度溶かしたものを
再び結晶化させる一連のプロセス全体を指すため、水分を飛ばすという具体的な操作名は蒸発が適
しています。

問2 答え 1
塩化ナトリウム

化学反応の前後では、原子の種類と数は変化しません。反応物の炭酸水素ナトリウムにはナトリウ
ム原子（Na）、水素原子（H）、炭素原子（C）、酸素原子（O）が含まれ、塩酸には水素原子
（H）と塩素原子（Cl）が含まれます。右辺の物質のうち、水（H₂O）と二酸化炭素（CO₂）に含
まれない原子はナトリウム（Na）と塩素（Cl）であるため、Ｘはそれらが結びついた塩化ナトリウ
ム（NaCl）となります。

問3 答え 1
水素であり、火を近づけると音を立てて
燃える性質がある。

塩酸を用いた電池の実験では、負極の亜鉛板から溶け出した電子が導線を通って正極の銅板へ移動
します。銅板の表面では、水溶液中の水素イオンがその電子を受け取ることで水素が発生します。
水素は非常に軽く、火を近づけると爆発的に燃えて水ができるという「可燃性」が大きな特徴で
す。

問4 答え 1
塩化ナトリウム水溶液のみ

蒸留水は不純物が含まれていない純粋な水であり、電離する物質が含まれていないため電流を流し
ません。また、砂糖は水に溶けても分子の状態のままで電離しない非電解質であるため、砂糖水に
電流は流れません。これらに対し、塩化ナトリウムは水に溶けるとナトリウムイオンと塩化物イオ
ンに電離する電解質であるため、その水溶液は電流を流し、豆電球を点灯させます。

問5 答え 1
金属板が電解質溶液中に溶け出し、金属
板の質量が減少する。

化学電池の負極側では、金属原子が電子を放出して陽イオンとなり、電解質溶液中に溶け出す反応
が進みます。そのため、実験を続けると負極の金属板は少しずつ削られ、質量が減少していく様子
が観察されます。一方、正極側では水素イオンが電子を受け取って気体が発生します。

問6 答え 1
水素

鉄などの金属に塩酸（塩化水素の水溶液）を加えると、化学反応によって金属が塩化物として溶け
出し、気体として水素が発生します。このとき、鉄は塩化鉄へと変化します。

問7 答え 1
水に溶かしたときに電流が流れるかどう
か

電解質か非電解質かを区別する最大の基準は、水溶液の状態において電流を流す能力があるか否か
です。砂糖のように水に完全に溶けて透明な水溶液を作るものであっても、電流を流さない場合は
非電解質に分類されます。したがって、電流計やモーターなどを用いて導電性を確認することが判
断の決め手となります。

問8 答え 1
溶質が電解質であり、水溶液の液性は中
性である。

食塩水は、塩化ナトリウムという物質が水に溶けて陽イオンと陰イオンに分かれる電解質溶液であ
る。また、酸性の原因となる水素イオンやアルカリ性の原因となる水酸化物イオンを過剰に含まな
いため、その液性は中性を示す。

問9 答え 1
銅原子が電子を2個放出して、全体とし
てプラスの電気を帯びた陽イオンになる

原子はもともと、中心にある陽子（プラスの電気）の数と、その周囲にある電子（マイナスの電
気）の数が等しく、全体では電気的に中性です。銅原子がイオンになる際は、マイナスの電気を持
つ電子を2個放出するため、プラスの電気の割合が相対的に多くなり、陽イオンとなります。

問10 答え 1
硫酸バリウム

硫酸と水酸化バリウムの中和反応では、硫酸イオン（SO₄²⁻）とバリウムイオン（Ba²⁺）が結びつ
き、水に溶けにくい性質を持つ硫酸バリウム（BaSO₄）の沈殿が生じます。この反応により、本来
は液中に存在するはずのイオンが固体となって分離されるため、水溶液中のイオンの総数が減少し
ます。


